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1.　分散染料に よる アセテ ート染色 の様子を知 るた め

市販分散染料54種につい て巻層法に よりアセテート中の

分散染料 の拡散係数を求 め比較検討し た。

2･　厚さ25 μのジ アセテートフ ィル ムを ガラス棒 に巻

きつけて巻層をつ くり染浴100 cc, 染料濃度0.1  gμ，分

散剤 ニューレ ックス0.2  g//,   50°C,  60°C,  70 Ｃ゚ の各

温度,   96時間 とい う条件で染色した。 染色後,   1 層ず

つ切 りと!5, フ ィル ムご とアセトンに溶 かし てあ らかじ

め求 めておいた その染料 の最高 吸収波長 で-log Ｔ を測

定し検量線 から各層 の染着濃度を求 めて拡散係数を 計算

した。

3.　1.　温度 は大きな影響 を与 え10 ゜C 上 がるごとに

染着量 も拡散係数 も約倍 になる。拡 散係数 の温度変化 か

ら数種 の染料について拡 散の活性化 エネル ギーを求 めた

(約10 kcal)。

2.　拡散係数 を染料 分子の分子量 のV3乗 の逆数 に対 し

て打点して散布 図を画い た。一般 に，当然 であるが，分

子量 が小 さいほ うが拡散係数 は大きく，分子量が同じ と

きは ，アミノアソ型染料 のほ うがアントラキ ノン型 より

拡散係数が大きい ことが みられ た。

3.　置換基 も拡散係数 に影響を与 える。

4･　同一 のC.I. Number の染料で も 拡散係数が異 な

る ものがあ るが，これは配合分散剤や その他 の添加 物の

影響 によるものと思 われる。


